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1. 水俣病とメチル水銀
水俣病とは、メチル水銀が工場排水として河川に放出され、魚貝類が取り込むことによって食物連鎖に入り込む。その結果として食物連鎖の頂上にあたるヒトがメチル水銀を摂取し、発祥する工業病。水俣病の症状は、体内に入り込んだメチル水銀は脳の大脳、小脳、神経系に入り込み、神経系の特定部位に強い障害を起こす。症状として、まっすぐ歩けない、周囲が見えにくい、手に感覚が無くなる、筋肉痙攣などがある。近年の問題として、世界各国において金採掘所や廃鉱山などから水銀が流出し河川が汚染されるという事がある。水俣病の治療法として、キレート剤を使用して体内のメチル水銀と結合し、尿中に排泄するなどの研究が進められている。
2. 成長の限界と、それが社会に与えた影響
　「成長の限界」とは、1972年にローマクラブが発表した報告書でドネラ・メドウス、デニス・メドウス他によって研究されたことを本として執筆したものである。

この報告書では、このまま大量なる資源を使用した工業生産増加が続くことで、発展途上国の人口の爆発的増加、エネルギー・天然資源の枯渇、一人当たり食糧の不足、地球環境の急激な悪化などといった人類の危機が訪れ、2100年より全地球の成長の限界を向かえることを予測している。

この著書がきっかけとなり、社会が工業化と地球環境に目を向けるきっかけとなった。人口爆発の研究、新しいエネルギーや再生可能エネルギーの開発、大気汚染問題解決などの新しい技術開発に乗り出した。
3. 奪われし未来と、それに基づく社会的動き
「奪われし未来」は1996年、シーア・コルボーン、ダイアン・ダマノスキー、ジョン・ピーターソン、マイヤーズによって執筆された。この書籍の仲では、食品添加物、肥料、薬品や廃棄物、化学兵器として大量に環境に出現するようになった、ダイオキシン、PCBやDDTなどといった環境ホルモンが人間や地球の生態系に与える影響の危険性について書かれている。さまざまな合成化学物質が、人間のホルモン分泌系をどのように破壊しているかについての研究報告でもある。ホルモン分泌系は、人間の行動や知性、免疫系にいたるまで幅広い領域で重要な役割を持っている。これをうけて研究分野では自然界の環境ホルモン濃度の測定を行い、疑いのある成分でできている製品の交換などが行われるようになった。
4. 環境リスクとその評価法
環境リスクとは、「新しく利用されるようになった化学物質等が人間の健康を含めた環境に与える影響」のことで数値で危険性を示す。人間へのリスクには以下3通りがある。

· 急性影響(中毒、呼吸器疾患)
· 慢性影響（発がん性）
· 世代を超えた影響（生殖機能への影響）
リスク評価にはある特定の物質が人にもたらす「有害性の確認」・「健康と物質の関係を定量的に評価する量－反応評価」・「物質に人がどの程度暴露されているかの暴露評価」の3種類がある。リスクの大きさは、化学物質の有害性の程度と暴露量の積で決められる。例えば、発癌リスクの推定値は、ユニットリスク×生涯暴露レベル×人口で求められる。この推定量は環境目標濃度の設定などにも使われる。（300）
5. 電磁波と懸念される影響
電磁波という用語は広域な定義語である。例えば、可視光線やマイクロ波も電磁波と呼べる。電磁波は大きく2つに分けられ、ラジオ波やマイクロ波などの非電離放射線と、γ線やX線などの電離放射線がある。2002年8月24日の朝日新聞報道「低周波磁界で小児癌が2倍という疫学研究」とう結果があった。しかし、疫学結果が出れば、それで結論が出るかのように受け止めている場合があるが、そうではない。実際の生活では電磁波を受けながら生活していたり、被験者の遺伝なども考慮しなければならない。よって、電磁波の影響を考えるには疫学だけではなく、細胞学、医学、動物細胞学などいろいろな学問にわたって研究されなければならないテーマである。
6. スモークチャンバーとその利用
　スモークチャンバーは、大気中での物質の化学変化を実験的にシミュレーションする装置である。この装置は真空状態を作り出すことも可能な反応容器と、太陽光と同じ波長と強度を発生させることができる光源部からなる。この反応容器内で人工的に大気の状態を作り出し、特定状況下での化学変化の様子を観察する道具。
スモークチャンバーの利用例としては、フロンガスによるオゾン現象のシミュレーションが挙げられる。オゾンが入った反応容器にフロンガスを注入し、紫外線を当てるというシミュレーションによって、オゾンが減少する結果を得た。シミュレーションから、紫外線を受けたフロンガスが放出する塩素がオゾンと結合してオゾンが減ってしまうことが観察出来る。
7. サンプリングとガスマス
環境情報の測定方法には資料を採取して分析するサンプリングがある。ガスマスはサンプリングのうちの1手法である。具体的な方法としては、ガスクロマトグラフという検出器にマススペクトロメータを使用したものであり、極微量の分析や異性体の分離を可能にする装置。ガスクロマトグラフは、有機気体の成分を測定するために使用する。多成分混合体の分析、微量成分の定量に用いられる。マススペクトロメータは、分子の一個当たりの重さから分子を特定する分析方法である。帯電させた分子を加速させ磁場で曲げ、曲がり方の大きさから分子量を測定する分析方法で極めて分離能が高いことが特徴。ガスマスは強力な分析手段であり、環境試料中の農薬やダイオキシン等の有害物質の成分分析に広く用いられる。
8. マルチスペクトルスキャナーとリモートセンシング
マルチスペクトルスキャナーとは広い範囲にわたって光を発生させ、その反射を利用して、反射した物体が何かを知る技術。具体的な調査方法は、広範囲の帯域の光を照射して反射してくる光をスペクトル分解機能により走査するか、多くの別々のスペクトル帯を同時に記録することによって、物体の放射力や反射率を記録する。リモートセンシングとは人工衛星や航空機を利用してカメラや上記のスキャナーのようなリモートセンサといわれる計測器によって、上空から地表や水面大気などの状態を計測することを言う。すべての物質は分光特性をもつのでその特性を検知することで対象の状態を探ることができる。リモートセンシングではその地域の災害予想や環境問題などに関して地上観測だけでは得られない広域で別の観点からの情報が得られる。
9. モデリングとGCM
モデリングとは、複雑な現実問題や現象の特徴を捉え、抽象化する事である。対象となる様々な環境の特定部位、状況だけを抜き出し、コンピュータ上で仮想的に表現することにより、単純で理解しやすいものとなる。地球環境のような複雑なシステムであっても、モデリングによって、本質ではない部分を除いて本質だけをとらえられるようにする。モデリングを利用して地球全体の現象を説明できるものとしてGCM（大気循環モデル）がある。GCMとは、地球全体の大気を格子状に細分化してできるグリッドのそれぞれについて、大気の流れを計算し、大気状態を再現するモデルのことをいう。地球全体の気象の予測（数値予測）の目的に開発された。これによって温暖化などの予測が可能となる。
10. 正式な論文の形式とアブストラクト
　正式な論文の形式は、表題と著者（所属）・アブストラクト・本文・参考文献の5つの要素で構成される。アブストラクトでは、背景、目的、手段、方法、結果を100-200字程度で記述する。結果についてをアブストラクトに書かない論文も見受けられるが、結果を書くことが必要。アブストラクトで、本文に興味を持たせることが重要である。本文の内容は、4つの要素で構成される。
· イントロダクション
· 手法、方法、基本的計算
· 実行（シミュレーション、実験、調査、分析、解析）
· まとめ
イントロダクションは、背景と目的、内容の概要を書く。イントロダクションで書かれる概要は、結論を含まない。
